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第 30期決算公告 
令和８年６月 22 日 

愛知県常滑市新開町六丁目１番地の８ 

積水ＬＢテック株式会社 

代表取締役社長  若尾 誠哉 

貸 借 対 照 表 
〔 令和８年３月 31 日現在 〕 

 

 （単位：千円） 

 

 (記載金額は千円未満を切り捨てて表示している)                      

 

 

 

  

有　形　固　定　資　産

無　形　固　定　資　産

資　本　金

資　本　剰　余　金

投 資 そ の 他 の 資 産 利　益　剰　余　金

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

流　動　負　債 2,434,521 

現 金 及 び 預 金 4,193 買 掛 金 226,730 

流　動　資　産 3,544,535 

短 期 借 入 金 1,906,991 

製 品 122,978 リ ー ス 債 務 0 

売 掛 金 1,755,374 

未 払 金 36,602 

仕 掛 金 674,650 未 払 費 用 150,285 

原 材 料 896,879 

預 り 金 1,632 

そ の 他 の 流 動 資 産 330 

前 払 費 用 5,097 

未 収 入 金 85,030 未 払 消 費 税 等 65,270 

固　定　資　産 2,466,901 

未 払 法 人 税 等 3,321 

賞 与 引 当 金 41,273 

固　定　負　債 83,943 

2,424,992 長 期 未 払 金 1,980 

役 員 賞 与 引 当 金 2,415 

退 職 給 付 引 当 金 59,225 

構 築 物 41,963 資 産 除 去 債 務 22,738 

建 物 1,313,102 

車 両 運 搬 具 2,345 

機 械 装 置 970,087 

（ 純 資 産 の 部 ）

負　債　合　計 2,518,465 

リ ー ス 資 産 0 

工 具 器 具 備 品 70,528 

建 設 仮 勘 定 26,965 

ソ フ ト ウ ェ ア 36,183 100,000 

36,386 株　主　資　本 3,492,971 

資 本 準 備 金 4,000,000 

0 

施 設 利 用 権 203 4,000,000 

5,522 △607,028 

長 期 前 払 費 用 5,522 △607,028  繰 越 利 益 剰 余 金

純　資　産　合　計 3,492,971 

資　産　合　計 6,011,436 負 債 ・ 純 資 産 合 計 6,011,436 

（内、当期純損失） (△19,190) 
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（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 

１．棚卸資産の評価基準及び評価方法 

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。 

(1) 原材料、仕掛品、製品 移動平均法による原価法 

  

 

２．固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産 

 

定額法によっております。 

主な耐用年数は、建物 38 年、機械装置７年、工具器具備品３

～７年であります。 

(2) 無形固定資産 定額法によっております。 

(3) リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用

しております。 

(4) 長期前払費用 定額法を採用しております。 

  

 

３．引当金の計上基準 

(1) 賞与引当金 期末直前支給額を基礎とした見積額を計上しております。 

(2) 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給

付債務の見込額に基づき計上しております。なお退職給付債務

の算定は簡便法によっております。 

 

 

４．収益及び費用の計上基準   

   商品及び製品等の販売に係る収益 

    商品等の販売は、引渡時点において顧客が当該商品等に対する支配を獲得し、履行義務が充足 

  されると判断し、当該時点で収益を認識しております。 

    なお、出荷時から商品等の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、 

出荷時点において収益を認識しております。 

 

５．消費税等の会計処理 

税抜方式によっております。 
 

 

以上                  


